2006年度第4回歴史地震研究会幹事会 議事録（案）

　日時：2007年5月20日（日）15:30～18:00

　場所：東京大学地震研究所2号館2F講義室
　出席者：都司（会長），武村（副会長），小松原，北原，植竹，林（以上，幹事）

議事

1. 2007年下田大会の準備

　9月15～17日に開催する第24回歴史地震研究会について，北原行事委員長から下田市との打ち合わせ結果の報告があり，今後の準備の進め方について議論した．

（報告）5月9日に下田市役所において，研究会（都司会長，武村副会長，小松原総務委員長，北原行事委員長）と下田市（市民課山崎課長ほか，教育委員会土屋生涯学習課長ほか，市史編纂室佐々木委員，葵学園石川副理事長），静岡県加茂地域防災局（松井主任）で打合会を行った．新たに確認した内容は次のとおり．

・大会への後援について，静岡県とは手続中，内閣府政策統括官（防災担当）とは交渉中である．

・9月16日午後の講演会は全部で2時間．司会は北原糸子氏．下田市長のご挨拶の後，佐々木忠夫（下田市史編纂委員），都司嘉宣（東京大学准教授），羽鳥徳太郎（元東京大学），西山昭仁（大谷大学）の4名の講演，質問等と進行する．

・講演会当日の会場受付の要領は，下田市で決める．市民来場者の受付は，下田市が主に対応し，歴史地震研究会会員も適宜受付を分担する．

・講演会での参加者への配布物は下田市が担当する．歴史地震研究会は，このうち講演会の内容に関する説明文を作成する．

・市広報誌用，下田市から近隣自治体への案内原稿を歴史地震研究会が作成すること．

・会場には駐車場がなく，連休中で観光客の混雑もある．参加者には，車で来場しないように案内する．

・巡検の見学箇所などは，次回の打ち合わせで検討する．

　打合せ後の進捗について，北原行事委員長から次のとおり報告があった．公開講演会の演題は，各演者から連絡を受けた．講演会では，地元の方からの質問を積極的に受け付ける方針である．巡検はボランティアガイドとともに徒歩で実施するが，巡検コース案として，ホテル蘂岬を出発して市内の寺院や津波浸水域を巡って3時間程度で解散とし，博物館等の有料施設と昼食場所には寄らないものを作成した．

（今後の準備の進め方）

　報告を受けて，今後の大会の準備の進め方を確認した．

　研究発表会の演題の締め切りは5月末である．6月初旬にプログラムを編成して，座長を決め，地震学会ニュースレターの6月10日締切りに原稿を間に合わせたい．地元関連の発表を公開講演会の日の午前に割り当てるように配慮する．また，座長は，なるべく若手とベテランの二人組にするのがよい．

　大会期間中のお弁当は2日間，仕出し屋に会場まで配達してもらう．懇親会に下田市長ら4名を招待予定であると市に申し入れることとした．なお，懇親会の会費は5,000円（会場のホテル宿泊者は割引を受けられる）とする．

　巡検コース案を6月下旬頃にボランティアガイドとともに下見して，コースを確定することとした．巡検参加者全員を国内旅行保険に加入させるため，事前に参加者の氏名・住所・電話番号を把握することとした．巡検の参加費は，ガイドへの謝礼・資料代・保険代を考慮して1人1,000円とする．

　大会案内（6月10日締切の日本地震学会ニュースレターに投稿する）に公開講演会の演題と研究発表会プログラムを含めること，巡検参加者の保険登録のための連絡，車で来場の際に参加者が駐車場を確保する必要がある旨の注意も，今後の大会案内の中で触れることを確認した．6月下旬までに公開講演の概要を下田市に連絡するために，原稿を作成することも確認した．

2. 総会の開催について

下田大会期間中の9月16日に歴史地震研究会総会を招集する．議事は次回の幹事会で検討する．

3. 研究会の他学会への紹介

　下田大会の案内を「地方史研究会」の学会誌に掲載依頼したことについて，北原行事委員長より報告があった．このような他学会を通じた研究会の紹介について，意見交換をした．

　大会案内を地震学会以外のニュースレターにも掲載を希望していくことは有意義だ．特に，歴史系の学会（例えば日本史研究会，歴史学研究会）で災害史の研究が注目されつつあるので，検討すべきだろう．また，他学会のホームページとの相互リンクを働きかけることもあってよい．

4. 2008年大会について

　2008年大会は，幹事会としては，つくば開催案で準備を進めているが，会期を9月13～15日，会場を産業技術総合研究所講堂という案が小松原幹事から示された．この場合，会場の都合で産業技術総合研究所が後援団体となること，外食は不便であること，車での来場はできないという条件を伴うが，これらは幹事会として支障がないと判断し，会場の予約を申し込むこととした．
　つくばでの大会のあり方について意見交換をした．巡検につくばらしさを期待する意見があり，研究施設や博物館のアーカイブスの解説をしてもらう形態での実施が可能かどうか，候補施設に所属する会員を通じて調べることとした．

5. 各委員会報告

　広報委員会より：mushaメーリングリストのメンバー更新を年に一回行っているが，現在更新の作業中．

　編集出版委員会より：「歴史地震」第22号を4月に発行した．

6. 総会の開催について
下田大会期間中の9月16日に歴史地震研究会総会を招集する．　総会の議題は各幹事がリストアップし，次回の幹事会で検討することにした．また，次期役員候補者についても，幹事会で検討する．
第5回幹事会の日程

　2007年8月8日（水）15時30分から東京大学地震研究所で開催する予定．

